
資料 10-1

グルホシネート (案 )

今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請及び適用拡

大申請に伴う基準値設定依頼が農林水産省からなされたことに伴い、食品中のポジティブ

リスト導入時に新たに設定された基準値 (いわゆる暫定基準)の見直しを含め、食品安全
委員会において食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・lll物用医薬品部会にお

いて審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。   |

1.概要
(1)品 目名 :グルホシネー ト[01ufosinate(ISO)]

(注)本化合物には2種類の光学異性体 (D体及び L体)が存在するが、ラセミ体は既にそのアン
モニクム塩が「グルホシネート[01ufosinate(ISO)]」 として国内における農薬登録がなされて

おり、今回適用拡大申請がなされた。また、活性本体であるL体を選択的に製造した「グル示

シネ‐卜Pナ トリウム塩[01ufosinate P ζodiun salt(lSO)]」 について今回、新たに農薬登録

申請がなされた。また、ISoで はアンモニウム塩ではなく、酸体をGlufOsinate(ISO)と命名し

ている。

(2)用 途 :除草剤      1      1
アミノ酸系除草剤である。グルタミン合成酵素阻害によリアンモニアが蓄積 し、植

物の生理機能を阻害して殺草活性を示すと考えられている。
i

(3)化学名
グルホシネー トアンキニウム塩 :

ammonium DL―hoF10alanin-4-yl(methyl)phosphinatё (IUPAC)        .

l  amlnonium(士 )2 amino 4(hydroxymethyllhosphinoyl)butanoate(CAS)

グルホシネ=卜 Pナ トリウ
ム塩 :

sodium L― homoalanin-4-yl(methyl) phosphinate(IUPAC)

(+)-2-amino-4-(hydrottymethylphosphinpyl)butanoic acia,monosodium salt

(CAS)

(4)構輩式及び物性   :                   ^
【グルホシネニトアンモニウム塩】

分子式

分子量

水溶解度

分配係数

C5H15N204P

198 2

500g/L以上

log10Pow 二

(20℃ )

-401(25℃、pH 7)

【グルホシネー リウム塩】

C511lN04 PNa

203.11

500g/L以上 (20℃ )

log10Pow=T273(25℃ )

|           (メ ーカー提出資料より)

2.適用の範囲及び使用方法
本薬の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。

なお、作物名 と匡用亘国となつていぅものについては、今回農薬取締法 (昭和 23年
法律第 32号)に基づく適用拡大申請がなされたものを示している。
また、製品猛 となつていぅものにっいては、今回農薬取締法 (昭和 2・ 3年法律第 32
号)に基づく新規の登録申請が行われたものを示している。       1
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(1)国内での使用方法
①185%グルホシネート液斉」

作物名 適用場所 適用雑草名 使用時期

使用量
本剤の

使用回数
使用方法

ク・ルホシネート

を含む

農薬の総

使用回数
薬量 希釈水量

かんしょ

一年生雑草

収穫 21日 前まで

(雑草生育期挿苗

前又は畦間処理 )
200-300
m1/10a

1011-150

L/10a

2回以内

雑草茎葉

散布

2回以内

こんにゃく

雑草生育期植付前

又は植付後萌芽前

3回以内 3回以内収穫 30日前まで

(雑草生育期

畦問処理)

300´ヽ́500

1n1/10a

ばれいしょ

雑草生育期

植付前又は植付後
萌芽直前

100-200

m1/10a
1回 1回

疎
□

収穫 28日前まで

(雑草生育期は種

前又は嵯問処理)

300^´ 500

m1/10a
3回以内 3回以内えだまめ

収穫 14日 前まで

(雑草生育期は種

前又は畦問処理)

″□
収穫前 日まで

(雑草生育期は種

前又は畦問処理 )

小麦

は種前

(雑草生育期 )

300-750
m1/10a

1回
4回以内
(は種後

は合計 3回

以内 )

は種後出芽前

(雑草生育期)

300ヽ 5́00

m1/10a

圃場内の

周縁部

収穫 7日 前まで

(雑草生育期 )

3回以内
いちじく

収穫前 日まで

(雑草生育期 :

草丈 30cm以 下 )
3回以 内

なばな

収穫 21日 前まで

(雑草生育期は種

前又は眸間処理 )

2回以内 2回以内

かぶ

は種前

(雑草生育期 )

定植前

(雑草生育期 )

収穫 21日 前まで

(畦問処理 :雑草生

育期)

にら

さやいんげん

さやえんどう

実えんどう

は種前

(雑草生育期 )

3回以内 3回以内

疋植副

(雑草生育期 )

収穫前 日まで

(畦問処理 :雑草生

育期 )

プロッコリー
lll穫前日まで|

(雑草生育期定植

前又は畦問処理)
2回以内 2回以内

にスノにく 収穫前日まで

(雑草生育期植付

前又は畦問処理)
しょうが 3回以内 3回以内

葉 しょうが

収穫 14日 前まで

(雑草生育期植付

前又は畦問処理 )

2回以内 2回以内

作物名 適用場所 適用雑草名 使用時期

使用量

枷師
使用方法

ク
・ルホシネート

を含む

農薬の総

使用回数
薬量 希釈水量

かんきつ

りん ご

一年生雑草 収穫 21日 前まで

(雑草生育期 :

草丈 30cm以 下)

300´‐500

m1/10a

100-‐ 150

L/10a

3回以内

雑草茎葉

散布

3回以内

多年生雑草
500-1000

n1/10a

ぶどう、なし

おうと

もも、

一年生雑草 収穫前日まで

(雑草生育期 :

章丈30cm以下)

300-500

m1/10a

多年生雑草
500-1000

m1/10a

び わ
一年生雑草 収穫 21日 前まで

(雑草生育期 :

草丈 30cn以 下)

300-500
m1/10a

|キウイフルーツ 多年生雑草
500ヽ 750

■1/10a

いち ょ う

(種子 )

一年生雑草 収穫 14日 前まで

(雑草生育期 :

草丈 3pcm以下 )

300-500

m1/10a

多年生雑草
500↑‐1000

m1/10a

く り

一年生雑草 収穫 30日 前まで

(雑草生育期 :

草丈 30cm以下 )

300-500

m1/10a

多年生雑草
500-750

m1/10a

キャベツ

はくさい

一年生雑 草

収穫 45日 前まで

(雑草生育期定植

前又は畦問処理 )

300-500

1r1/10b

2回以内 2回以内

きゅうり、なす
ピーマン

とうがらし類

トマ ト、ミユトマト

収穫前 日まで

(雑卓生育効定植

前又は畦問処理 )

3回以内 3回以内

だいこん
収穫 45日 前まで

(雑草生育期は種

前又は畦間処理 )

2回以内 2回以内はっかだいこん

収穫 7日 前まで

K雑草生育期は種

前又は畦間処理)

メロン、レタス

非結球レタス

かぼちゃ

収穫 30日 前まで

(雑草生育期定植

前又は畦問処理 )

にんじん

収穫前 日まで

(雑草生育期は種

前又は畦問処理 )

3回以内 3回以内

アスパラガス
収穫前 日まで

(雑草生育期萌芽

前又は畦問処理 )

2回以内 2回以内

いち J
1収穫前 日まで |

(雑草生育期定植

前又は畦問処理 )

3回以内 3回以内

すいか

ねぎ
たまねぎ

収穫前 日まで

(雑草生育期定植

前又は畦問処理 )

2回以内 2回以内

さといも

やまのいも

収穫 30日 前まで

(雑草生育期植付

前又は畦問処理 )

3向以内 3回以内

…3■ -4-



作物名 適用場所 適用雑草名 使用時期

使 用量
本剤の

使用回数
使用方法

ク ルホシネート

を含む

農薬の総

使用回数
薬量 希釈水量

食用ぎく

=年生雑草

は種前

(雑草生育期)

300-500
m1/10a

100-150

L/10a

2回以内

雑草茎葉

散布

2回以内

定植前

(雑直生育期 )

収穫 14日 前まで

(畦問処理 :

雑草生育期 )

水 田作物
耕起 15日 前まで

(雑草生育期 )
1回 1回

水 田作物

(水 田畦畔 )
水田畦畔

一年生雑草

多年生雑草

収穫 7日 前まで

(雑草生育期 :

草丈 30cm以下)
500-1000

m1/10a

2回以 内 2回以内

水田作物、畑作物

(休耕 田)
休 IjI田

雑草生育期

(草丈 50cm以下)
3回 以内 3回以内

水 田作物

(水 田刈跡 )
水田刈跡

一年生雑草

雑草生育期

300-500
m1/10a

1回 1回

茶

摘採 7日 前まで

(雑草生育期

畦問処理 )

2回以内 2回以内

セィレリー
収穫 7日 前まで

(雑草生育期定植前又

は畦問処理 )

3回 以内 3回以内

さんしょう

(果実)

収穫 7日 前まで

(雑草生育期 :

草丈 30cm以下 )
2回以内 2回以内

多年生雑草
5011‐ -750

m1/10a

しそ

(花穂)

一年生雑草

収穫 14日 前まで

(雑草生育期定植前又

は畦問処理 )

300-500
m1/10a

食用桑 (葉 )

食用桑 (果実 )

収穫 45日 前まで

(但 し、春期萌芽前及 (

夏切後萌芽前 )

3回以内 3回以内

パセリ

収穫 3日 前 まで

(雑草生育期定植前又
は畦問処理)

2回以内 2回以 内

大麦

は種前

(雑草生育期)
1回

4回以内

(は種後

は合計 3回

以内)

は種後出芽前

(雑草生育期 )

圃場内の

周縁部

収穫 7日 前まで

(雑草生育期 )
3回以内

ほうれんそう

収穫 7日 前まで

(雑草生育期は種前又

は畦問処理 )

300m1/10a

ズッキーニ

に力
'う
り

収穫前日まで

(雑草生育期定植前又

は畦問処理)

300-500

m1/10a

もりあざみ

収穫 30日 前まで

(雑草生育期は種前ヌ

は畦問処理 )

3回以内 3回以内

ふ き

収穫 120日 前まで

(雑草生育期定植前又

は畦問処理 )
2回 以内 2回以内

ふき

(ふきのとう)

収穫 75日 前まで

(雑草生育期定植前又

は畦問処理 )

作物名
用

所

適

場
適用

雑草名
使用時期

使用量
本剤の

使用回数
使用方法

ク
｀
ルホンネート

を含む

農薬の総

使用回数
薬量 希釈水量

一年生

雑草

は種前 (雑草生育期 )

300‐ 500

m1/10a

100-150
L/10a

3回以内

雑草茎葉
散布

3回以 内
定植前 (雑草生育期 )

(畦問処理 :雑草生育期)

ごIFう

収穫前 日まで

(雑草生育期は種

前又は畦問処理 )

2回以内 2回以内

しろうり

収穫 14日 前まで

(雑草生育期定植前又は

畦問処理 )

1回 1回

②8.5%グルホシネート液斉」

作物名
用

所

適

場
適用

雑草名
使用時期

使用量 神
の
研
畷

用

法

使

方

ク・ルホ淋―卜を

含む

農薬の総使

用回数
薬量 希釈水量

かんきっ
りんご

もも、うめ

畑地

一年生

雑草

収穫 21日 前まで

(雑草生育期 :草丈 30cn以下 )

500^´ 750

m1/10a

100´‐

150

L/10a

国

内

３

以

憚
雄
飾

3国以内
ぶどう

なし

かき

収穫前日まで

(雑草生育期 :草丈30cm以下)

く り
収穫 30日 前まで

(雑草生育期 :草丈30cm以下)

キャベツ
収穫 45日 前まで

(att草生育期定植前

又は時間処理 )

511-loo

L/10a

回

内

２

以
2回以内

きゅうり

収穫前 日まで

(雑草生育期定植前

又は畦問処理 ) 回

内

３

以
3回以 内なす

トマト
ニトマト

収穫前日まで

(雑草生育期畦問処理)

ねぎ
収穫 60日 前まで

(雑草生育期畦問処理) 国

内

２

以
2回以内

だいこん

はつかだいこん
は種前 (雑草生育期 )

さといも

やまのいも

収穫 30日 前まで

(雑草生育期植付後畦間処理)

回

内

３

以
3回以内

アスハフガス
収穫 30日 前まで
(雑草生育期畦問処理)

以 内
2回以 内

かんしょ
収穫 90日 前まで

(雑草生育期挿苗後畦問処理)

400-500

nl1/10a

こんにやく
収穫 30日 前まで

(雑草生育期植付後萌芽前

又は畦問処理)

500-750

■1/10a
錮
”

3回以内

IJオιいしょ
雑草生育期

値付後萌芽直前

200^。 300

h1/10a
1回 1回

茶
摘採 7日 前まで

(雑草生育期 :草丈 30cm以下 ) 500-750

m1/10a

100～ 15C

L/1oa

国

内

２

以
2回以内

水田作物
水田耕

起前

春期耕起前 30～ 15日

(雑草生育期 )
1回 1回

-5… -6-   ′



水 田作物

(水 田畦畔 )

水 田

畦畔

収穫 7日 前まで

(雑草生育期 :草丈 30cm以下 )
1000m1/10a

2回
以内

2回以内
多年生

雑草

115%グルホシネー トPナ トリウム塩 液

③20.0%グ ルホシネート水和斉」

作物名 適用場所 適用雑草名 使用時期

使用量 本剤の

使用回数
使用方法

ク・ルホシネ
=ト

を含む

農薬の総

使用回数薬量 希釈水量

みかん
一年生雑草

多年生維草

春期萌芽前雑草生育期

(草丈 20ch以下 )

(収穫 21日 前 まで )

250～

300g
100-150

L/10a
2回以内

雑草茎葉

散布
3回以内

ぶどう

春期雑草生育期

(草丈 20cm以下 )

(収穫 30日 前まで )

250^´

400g

作物名 適用場所 適用雑草名 使用時期

使用量

本剤の

使用回数
使用方法

ク ルホシネートP

を含む

農薬の総

使用回数

薬  量 希釈水量

かんきつ

畑地一年生雑薫

雑草生育期

(草丈 30cm以 下)

収穫前日まで

300-500
mL/10a

100-150

L/10a

3回以内

樽

鋼

3回以内

畑地多年生雑草
500-
1000mL/10a

果樹類

(かんきつを

除く)

畑地一年生雑革
300,V500

1nL/10a

畑地多年生雑草
500′-750

mL/10a

なす

トマト

ミニトマト

メロン

キャベツ

畑地一年生雑草

雑草生育期

(草丈 30cn以 下 )

定植前又は

定植後

畦問処理

収穫前 日まで
300-500
mL/10a

3回以内

(定植前処

理は 1回以

内、畦 FR5処

理は 2回以
内 )

3回以内
(定植前

処理は 1

回以内、

畦問処理

は 2回以
内 )

ほうれんそう

雑草生育期

(草丈 30cm然下 )

播種前又は

播種後

畦問処理

収穫前 日まで

4回以内

(播種前処

理は 1回以

内、畦問処

理は 3回以
内 )

4回以内
(播種前

処理は 1

回以内、

畦問処理

は 3回以

内 )

水田作物 神

継 詢

(草丈 30cm以 下)

耕起 7日 以前

500

mL/10a

100

L/10a
1回

揮

鋤

1回

水田作物

例く田醐
水田畦畔

…神

雌 調

(草丈 30cm以 下)

収穫前日まで

500-1000
mL/10a

100^´ 150

L/10a
3回以内 3回以内

-7- -8…



作物名
1回 当たりの

使用量

本斉」の

使用回数

栽培期間中の

総使用量
使用時期 使用方法

てんさし 0 6kg/ha 2 1 2kg/ha 収穫 70日 前まで 散布

棉 0 6kg/ha 3 1 8kg/ha 収穫 70日 前まで 散布

(2)グルホシネー トの海外での使用方法
物のみ)

①280g/L液斉」(米国)

(CODEX以 外の海外基準値が参照されている作 【グルホシネートP】

・グルホシネートP

・代議す物 B

②分析法の概要

【グルホシネート】

試料から水で抽出し、陰イオン交換樹脂カラムに負荷する。水で洗浄後、酢酸/
水でグ

'レ

ホシネート、代謝物 B及び代謝物 Zを分別または―括して溶出する。溶媒

を留去し、酢酸とオル ト酢酸メチルを加え,加熱して誘導体化 (ア ミノ基のアャチ

ル化及び水酸基とカルボキシル基のメチル化)した後、反応生成物をN H2及びシリ

カゲルミニカラムで精製し、ガスクロマトグラフ (FPD― P)を用いて定量する。
以下、代謝物等め濃度はすべて(グルホシネートアンモニウム塩に換算した濃度を

示す。

定量限界 グルホシネート:0004～ 0.05ppm
代謝4/8B     :0004γ 007ppnl

代謝物 Z(グルホシネー トを含む。)
: 0.005-0 05ppm

【グルホシネートP】

試料から水で抽出し、陰イオン交換樹脂カラムでグルホシネートPと 代謝物 Bに

分画したのち、酢酸十オルト酢酸トリメチルで誘導体化する。反応生成物をシリカ

グルミニカラムで精製し、ガスクロマトグラフ (FPD― P)を用いて定量する。以
下、代謝物の濃度は、グルホシネートPに換算した濃度で示す。

定量限界 グルホシネートP:0.005γ 002ppm
代謝物 B : 0.005-0.02ppm

(2)作物残留試験結果

国内で行われたグルホシネート及びグルホシネートPの作物残留試験結果について

は、それぞれ別紙 1-1、 112を参照。海外で行ゎれたグルホシネァトの作物残留
試験結果については、別紙 1-3を参照。        :

4.畜産物の推定残留量                            .
本農薬については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定され

ることから、農林水産省から畜産物に関する個別の残留基準の設定について要請されて

いる。このため、飼料の最大給与割合等から算出した飼料中の最大残留農薬濃度と、米

国における評価時に使用された動物飼養試験の結果を用い、以下のとおり畜産物中の推

定残留量を算出した。

(1)飼料中の残留農薬濃度
飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令 (B召和 51年農林省令第35号)に定

②280g/L液斉」(米国)

④200g/L液斉1(ドイツ)

3 作物残留試験
(1)分析の概要
①分析対象の化合物

【グルホシネT卜 】
・ グ/L/ホシネー ト

・ 3メ チルホスフィニコプロ

・ ルアセチルグルホシネート

(分析対象は、穀類、豆類、

○
||

H3C/:書γ/ハ｀】「
°H

代謝物 B

ピオン酸 (以下、代謝物 Bと いう。)

(以下、代謝物 Zと いう。)

種実類及びてんさいのみ。)

d/沿釧
たCH3
0

代謝物 Z
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作物名
1回 当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間中の

総使用量
使用口寺期 使用方法

0 6kg/ha l 0 6kg/ha 収穫 120日 前まで 散布

③200g/L液斉J(米国)

作物名
1回当たりの

使用量

本斉」の

使用回数

栽培期間中の

総使用量
使用時期 使用方法

てんさし 0 4kg/ha 2 0 8kg/ha 収穫 60日 前まで 散布

棉 0 6kg/ha 2 1 2kg/ha 収穫 70日 前まで 散布

作物名
1回 当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間中の

総使用量
使用時期 使用方法

てんさい 0 6kg/ha 2 1 2kg/ha 散布
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める飼料一般の成分規格等と飼料の最大給与割合等から、飼料の摂取によって家畜が暴

露されうる飼料中の残留農薬濃度を算出した。               .
成分規格等で定められている基準値上限まで飼料中に農薬が残留している場合を仮

定し、これに飼料の最大給与害」合等を掛け合わせることにより飼料中の最大理論的飼料

由来負荷 (MTDB)注)を算出したところ、乳牛において 17.2ppm、 内牛におぃて 10・ 3ppm、
.採卵鶏において 1 22ppm、 肉用鶏におv、て 2 21ppm(グルホシネートアンモニウム換算

値)と推定された。

注)最大理論的飼料由来負荷 (Maximun Theoretidal Dietary Burden:MTDB):飼

料として用いられるすべての飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、

飼料の摂取によつて畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中残留濃度として表示され

る。

(参考 :Residue chemistry TeSt Cuidelines OPPTS 860.1480 Meat/Milk/Poultr,/

Eggs)

(2)動物飼養試験 (家畜残留試験)
今回、畜産物中の推定残留量を算出するにあたっては、米国において評価された際

に用いられた飼養試験等の結果を参照した。残留濃度はすべてグルホシネ‐ トアンモ

ニウム換算値で示した。

①乳牛

平L牛に対して、飼料中濃度としてグルホシネート+代謝物Bを 0、 3:0+10、
90+30及び300+10 0 ppm相当を含有するトウモロコシ飼料を28日 間にわたり摂
'食
させt筋肉、腎臓、肝臓及び脂肪に含まれるグルホシネート十代謝物B含量を測定
した。定量限界 (グルホシネ‐卜及び代謝物B)は、筋肉:005及び0.05 ppm、 月旨肪 :

005及び 01 05ppm、 肝臓 :0110及び 010、 腎臓 :010及び 0 10ppmであった。また、
牛乳については、また投与初日夕方の手し汁と翌 2日 目投与直前の予L汁を混合し投与後

1日 試料とした。以降、3、 4、 5、 6、 9、 13、 16、 20、 23及び 27日後に搾平Lしたも
のを測定した (定量限界 :0.02 ppm)。 結果については表 1にまとめた。

表 1 乳牛の組織中の最大残留量 (ppm)
ク
゛
ルホシネート3.Oppm

+代謝物 Bl.Oppm

投与群

ク
゛
ルホシネート9.Oppm

+代謝物 B3.Op動

投与群

ク
゛
ルホシネート30 01pln

+代謝物 B10 0ppm

投与群

筋
^ 
気事場寸

〈0.05ppm

〈0.05ppm

〈0 05ppm

〈0 05ppm

〈0.05ppm

〈0 05ppm

月曹肪往晰寸
0 06ppm

O.06ppm

く0.05ppm

01 08ppm

(0. 05ppm

0.16ppm

月干臓  篠襲賜寸
0.13ppm
1 q^^*

(0. 10ppm

4. 2ppm

〈0.05ppm

10 71pm

腎臓 笹裏場1
く0 10ppm

0 41ppm

(0. 1Oppm

2. 0ppm

(0.10ppm

7. 4ppm

¥し
   4ilξ l;;:「:

く0.02ppm

く0 02ppm

く0 02ppm

くo 02ppm

く0 02ppm

く0 02ppm

②産卵鶏

産卵鶏に対して、飼料中濃度としてグルホシネ=卜
+代謝物 Bを 0、 35+10、

10.5+3.0及び 35.0110.O ppm相 当を含有するトウモロコシ飼料を 28日 間にわた

り摂食させ、筋肉、腎臓、肝臓及び脂肪に含まれるグルホシネート+代謝物 B含量

を測定した。定量限界 (グルホシネート及び代謝物 B)は、筋肉:0.05及び 0.05 ppm、

月割方10.05及び 0.05ppmく 肝臓 :010及び 0.10ppm、 腎臓 :0.10及 び0:05ppmで あ
ったしまた、採卵は毎日行つた。休薬期間を設定した個体については、休薬期間中

も毎日採卵を行つた。採取卵は、投与群ごとに混合試料とした。 (定量限界 :0.05

及び 0.05 ppm)。 結果については表 2にまとめた。

表 2.産卵鶏の組織中の最大残留量 (ppm)
ク
゛
ルホシネート3 5ppm
+代訪す物B10ppm

投与群

ク
゛
ルホシネート10 5ppm

+代謝物 B30ppm

投与群

ク
゛
ルホシネート35 0ppln

+代謝物 B10 oppm

投与群

筆肉 4ml
く0.05ppm

く0 05ppln

く0 05ppm

く0.05ppm

〈0.05ppm

く0 05ppm

炉肪気獣陽寸
〈0 05ppm

く0 05,pm

〈0 05ppm

〈0 05ppm

〈0 05ppm

く0.05ppm

lキ
朋哉  ケtξ;;テ:

く0 10ppm

〈0.10ppm

〈0 10ppm

〈0.10ppm

く0 10ppm

〈0.10ppm

青務 篠曇場1
く0.05,pm

く0.05ppm

0 07ppm

2 00ppl

0.23ppm

7 80ppm

卵 1往襲場1
〈0 05ppm

〈0 05ppm

〈0 05ppm

く0 05ppm

〈0.05ppm

く0 05ppm

(3)推定残留量                             |
牛及び鶏について、MTDB、 と各試験における投与量および組織等における最大
残留量から、畜産物中の推定残留量 (最大値)を算出した。結果についてはグルホ
シネートと代謝物 Bの合計値 (グル小シネートアンモニウ

^換

算値)で表し、表3
-1及び 3=2にまとめた。

表3-1.畜 産物中の推定残留量 ;牛 (ppm)
筋 肉 脂肪 肝臓 腎 臓

，
す
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乳牛 く0 05 0 09 く0 02

表 3-2 畜産物中の推定残留量 ;鶏 (ppm)
筋肉 脂肪 肝臓 腎臓

産卵鶏 〈0.05 〈0 05 〈0.1 く0.05

5 ADIの 評価
食品安全基本法 (平成 15年法律第 48号)第 24条第 1項第 1号及び第 2項の規定
に基づき、食品安全委員会あて意見を求めたグルホシネー トに係る食品健康影響評価に

ついて、以下のとおり評価されている。

グルホシネ
ニ トの農薬としての活性成分は光学異性体の L体であるが、両者の毒性試

験の比較から動物における毒性発現も主に L体によるものと推察されるも

食品安全委員会は、両者の総合的な評価として、L体を選択的に含有し、毒性も強く現

れるグルホシネニ トPに基づく評価を適用するのが適当であると判断し、グルホシネー

トPで設定した 0 0091mg/kg体 重/dayを グルホシネー トのADIと 設定した。

無毒性量 1 0 91mg/kg体 重/day

(動物種)   ラット
(投与方法)  混餌
(試験の種類) 繁殖試験
(期間)   2世 代

安全係数 : 100

ADI:0 0091 mg/kg体 重/da′

6 諸外国における状況
」MPRに おける毒性評価が 1991お よび 1999年に行われADIが設定されている。
国際基準はバナナ、ばれいし寺等に設定されている。

米国、カナダ、欧州連合 (EU)、 オーストラリア及びニュージーランドについて調査

した結果、米国においてリノレご、ぶどう等に、カナダにおいてとうもろこし、小麦等に、

EUにおいてレモン、キウイ等に、オーストラリアにおいてベリー類果実、 トマト等に
残留基準値が設定されている。

7.基準値案
(1)残留の規制対象
穀類、豆類、種実類及びてんさいについては、グルホシネート、代謝物 B及び Z

とし、その他の食品については、グルホシネート及び代謝物 Bとする。

代謝物 Zは、グルホシネート耐性遺伝子組換え作物に特有のものであることから、

穀類、豆類、種実類及びてんさいについては、代謝物 Zを含めることとした。

残留量は、グルホシネー トアンモニウム塩に換算した上記代謝物とグルホシネー ト

との合計量で示す。

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、総合的な

評価として食品中の暴露評価対象物質をグル小シネー ト、代謝物B及びZと している。

(2)基準値案
別紙 2の とおりである。

(3)暴露評価
各食品について基準値案の上限まで、又は作物残留試験成績等データから推察され

る量のグルホシネートが残留していると仮定した場合に、国民栄養調査結果に基づき

試算される、1日 当たり摂取する農薬の量 (推定一日摂取量 (EDI))の ADIに対
する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙 3参照。

なお、本暴露評価は、各食品分類におぃて、加工・調理による残留農薬の増減が全

く無いとの仮定の下に行つた。

ED1/ADI(%)注 )

国民平均 31 8

幼小児 (1ん 6歳 ) 66 1

妊婦 26 1

高齢者 (65歳 以上) 29. 3

注)個別の残留試験成績等がある食品につぃてはEDI試 算、それ以外の食品につしヽて
はTMDI試 算を行った。

グルホシネー ト耐性遺伝子組換え作物についてのみ、代謝物 Zの残留を含めて試算 した。

また、高齢者にっいては畜産物の琴取量に関するデータが得られていないため、「国民平

均」の摂取量を参考とした。

(4)グルホシネートについては、平成17年 11月 29日付け厚生労働省告示第499号
により、食品二般の成分規格7に食品に残留する量の限度 (暫走基準)が定められて
いるが、今般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。
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グルホシネー ト作物残留試験一覧表
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